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9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 ひとつの居場所として、様々なことにチャレンジしてもらいたい。

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスポラリス 作成日支援プログラム（参考様式）

学習支援を行う。
個別の活動では、数や大きさ、物の名前等の習得ができるよう支援を行う。

場面を捉えて、適切なやり取りができるよう、コミュニケーション能力の向上を図る。
・子ども同士で遊ぶことができるよう仲介する。

異学年・異学校交流ができる場を設ける。
SSTを行う。

支援方針
自分の気持ちを相手に伝えられるように支援していく。
「手伝ってください」「助けてください」が言えるように支援していく。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

季節に応じたクリスマスやハロウィン等のイベント、長期休み時の遠足。

（別添資料１）

家族支援

送迎時や連絡帳を通じて、日々の様子を共有する。
アセスメントを年に２回行う。 移行支援

入園、入学等の際に支援をする。
必要に応じての共有をする。

地域支援・地域連携

学校や他事業所、相談室等との連携を取る。
個別支援会議の出席。 職員の質の向上

虐待防止・身体拘束研修、避難訓練等。
センター研修や地域研修への参加。

支　援　内　容

服の着脱や片付けがスムーズにできるよう促していく。
・時計を使って見通しが持てるよう声かけ。

正しい姿勢を保つことができるよう、体幹を鍛える動きを行う。
公園や散歩での体力づくりを行う。
手先の活動や感触遊びを行う。

本
人
支
援


